
 

 

 

CCF Concert Report Vol.235 

第 235 回 

クラシックファンのためのコンサート 
2022 年 10 月 13 日（木）大阪倶楽部 4 階ホール 午後７時開演 
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Non-Profit Organization Concert for Classical music Fans 

＜ご来場者のアンケートより＞ 
 
・クラシックギターの生演奏は初めてでしたが、繊細な音に 
びっくりしました。いろんな奏法も見せていただき、楽しい
時間でした。1 時間足らずの間で、クラシックギターの魅力
を教えていただきありがとうございました。 

 
・ギターの魅力を存分に味わうことができました。不思議な 
楽器だと思いました。低音の響はピアノやオルガンの音色
に、またハープやチェンバロ、ビブラフォンの音色に聞こえ
ることもありました。懐かしい映画のワンシーンを思い出し
たり、のどかな草原を思い浮かべたり、とても密度の高い 
小旅行をした気分です。 

 
・ギターの音色はこのホールにぴったりだと改めて実感させ
ていただきました。生演奏は最高の演奏会ですね。 

 

第 235 回は、ピノ・エテルナのお二人によるギターリサイタルを行いました。本日のプログラ

ムはバッハから現代の作曲家まで幅広い年代の作品で、チェンバロや室内楽曲等から編曲

されたものが演奏されました。哀愁を帯びたもの静かな曲や、ロック、ブギ風のリズミカルな作

品など、曲想も変化に富んでおり、それぞれの曲の個性を十分に楽しませていただきました。

度々の調弦が必要だそうですが、そのような繊細な楽器から奏でられる様々な音色に改めて

ギターの魅力を感じ、息の合った演奏を堪能したひとときでした。 

 

ピノ・エテルナ ギターリサイタル  
エリカ・シュトローブル & 松永 一文 

〈プログラム〉 

J. S. バッハ     イタリア協奏曲より アンダンテ 

F. シューベルト   D173 より アレグロ コン ブリオ 

A. タンスマン   プレリュード／舟歌／ダンツァ ポンポーサ   

                （松永ソロ） 

I. アルベニス    エヴォカシオン／カスティーリャ 

N. コシュキン     アッシャー ワルツ  

(シュトローブル ソロ)  

吉松 隆       アトム・ハーツ・クラブ・デュオ 


